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　　　　　　　　　　　　　　　　　論文内容の要　旨
　今日の和牛繁殖農家の経営は牛肉の輸入自由化等の影響を受け、生産構造の弱体化が露呈している状況に
ある。その対策として、市場価格の高い高品質牛を改良増殖していくと同時に、生産コストの低減を目的と
した飼養管理技術の開発が求められている。国際競争力の強化には、和牛繁殖農家における子牛生産費、と
くに、そのなかに占める労働費を大幅に低減できる生産システムの構築が極めて重要である。
　そこで、本研究は第1に和牛繁殖雌牛の合理的舎飼い法として、フリーストール方式による群飼育管理技術
を開発し、第2に子牛の哺育方法として、授乳可能な毎子分離柵（以下哺乳柵と称する）を利用した早期離乳
技術の確立を目指した。さらに、前記1、2で確立されたシステムの長所を利下して、繁殖雌牛の産歴が子牛
の発育、および母牛の繁殖性におよぼす影響についても検討した。
　すなわち、本研究は繁殖雌和牛および子牛の省力的飼養管理技術のシステム化に向けて基礎的データを得
ることを目的とした。
1．フリーストール方式による雌和牛の飼養管理技術の開発
繁殖雌牛の新たな飼養管理システムについて検討した。
L牛の体格とストール規格の関係、牛のストール内での休息馴致方法および休息位置
1）雌和牛が容易に横臥でき、通路側へ向くことなく、正しく通路へ排糞・排尿を行わせるためのストール規
格を明らかにした。その規格は体高100－112cm・体重250－300kgでストール幅80cm・牛床の長さ170cm、体高
113420cm・体重301・400㎏でストール幅90cm・牛床の長さ170cm、体高121－127cm・体重401－500kgでストー
ル幅100cm・丁丁の長さ180cm、体高127cm以上・体重501・600kgでストール幅110cln・二二の長さ180cmが最
適であった。このため、ストールを可動式にし、牛の発育に応じてストールの幅と長さを調節することの重
要性が明らかとなった。
2）ストール内への休息馴致方法および休息位置について検討した結果、放水による馴致区は馴致開始後2週
間で全頭ストール内に休息したが、無馴致区は試験開始後30日を経過しても15頭中7頭がストール内に休息レ
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たに過ぎなかった。このことからストール内への休息馴致の必要性が証明された。
2．単房牛舎、フリーバーン牛舎およびフリーストール牛舎の3方式における牛の行動、繁殖性および飼養管理
のための労働時間の比較
1）3方式の牛舎における24時間中の牛の行動パターン、すなわち採食形、行動形、休息形の3形態のそれぞれ
占める割合は3方式聞で差があり、とくに、フリーストール牛舎では他の方式より行動形をとる時間が多かっ
た。
2）フリーストール牛舎およびフリーバーン牛舎は単房牛舎に比べていずれも発情の発見が容易で、乗下行動
のより的確な発見が可能であった。
3）飼養管理のための労働時間として飼料給与時間、糞尿処理時間および飼養管理全体の作業時間数（15頭規
模に換算）について比較検討した結果、1日の労働時間は単房牛舎では平均240分、フリーバーン牛舎では平
均105分かかっ＃のに対し、フリーストール牛舎では同じ仕事量を少ない作業時間で効率的に行えることを明
らかにした。
π．哺乳柵を利用した母子分離による子牛の哺育・育成技術の確立
　母子同居飼育による離乳時期の遅れが感染症発症の時期と重なる問題が指摘されていることから、早期に
母子分離を行う哺育方法および哺乳期間の検討、ならびに制限哺乳の有用性について追究した。
1．子牛の母乳摂聖量および人工乳摂取量　　　　　　　　　　　　　　　　．
1）哺乳柵を設けることにより、母子分離および早期離乳が容易になった。また、哺乳柵の利用により、母子
同居では測定できなかった子牛の母乳摂取量および飼料（人工乳および粗飼料）摂取量が計測でき、子牛の
発育に関して客観的評価が行えるようになった。
2）哺乳柵を利用した朝夕2回、毎回15分間の制限哺乳により育成した子牛の12週齢までの母乳摂取量は、日
量で雄が平均6．2kg、雌が平均5．1kgであり、雌より雄が若干多い傾向にあった。また、雌・雄とも夕方より
も朝の摂取量が多く、夕方の2倍強の摂取量であった。
3）人工乳の摂取量は制限哺乳により育成した子牛では雌・雄とも55日齢まで平均0．05kg／日であったものが、
75日齢（0．8・1．6kg／日）以降は日齢とともに急速に増加した（180日齢3．⑭．6㎏／日）。
4）制限哺乳により育成した子牛は粗飼料（イタリアン乾草）を生後ユ0日目頃（0．1kg／日以下）から摂取し始
め、本格的な摂取は50日齢（0．12・0．23kg／冒）を過ぎてからであり、それ以降は急速に増加した（180日齢
1．63－1．85㎏／日）。この傾向は人工乳の摂取状況とほぼ同じであった。
2。子牛の発育状況および母牛の発情回帰
1）制限哺乳により育成した子牛の発育は雌・雄とも90日齢（101－119kg）まで母子同居子牛（対照区：106・
1ユOkg）と比べ差は認められなかったが、120日齢以降は対照区（180日齢：雌177kg、雄188kg）に比べ有意
（P≦0。05）に良好な発育（180日齢：雌186・189kg、雄223・244kg）を示した。
2）子牛の1日当たり増体量（DG）は、制限哺乳により育成した子牛では離乳時期に当たる90～150日齢にお
いて母子同居子牛（対照区：雄0．78－0．85㎏／日）に比べ雄子牛で有意（P≦0．05）に増大（1．22－1．58kg／日）し
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た。
3）哺乳柵利用による母子分離は母牛の発情回帰を早め、初向発情B数の平均は分娩後30日（対照区33日）で、
受胎日数は61－62日（対照区72日）、受胎までの人工授精回数は1．8－L9回（対照区2．5回）で、母牛の繁殖成績
はより良好な傾向にあった。
これは子牛を制限哺乳育成することで母牛を群飼いでき、その結果、スタンディング行為による発情の発見
が容易となり、的確に人工授精が実施できたことが繁殖成績向上の主要な原因と考えられた。
1皿。繁殖雌牛の産歴が子牛の発育および母牛の繁殖性におよぼす影響
　フリーストール方式による飼育管理は、母牛の繁殖性および産子の発育において、従来の単房方式および
フリーバーン方式に比べ優れていることを明らかにしたが、本章では新方式の利点を生かして母牛の産歴数
が子牛の発育および母牛の繁殖性におよぼす影響を検討した。
1）子牛の母乳摂取量はいずれの産歴においても6週齢がピークとなり、その後徐々に減少する。4産歴以上の
母牛から生まれた子牛の母乳摂取量は、他と比較して雄子牛で少ない傾向を示していたが、母牛の産歴の違
いによる差としてはとくに検出されなかった。
2）人工乳摂取量は4産歴以上の母牛の子牛（人工乳摂取量：雌0．2・0．7、雄0．1・i．Okg／日）ではそれ以下の子牛
（人工乳摂取量：雌0．1－1．3、雄0．1－1．8kg／日）に比べ少ない傾向を示していた。
3）4産歴以上の母牛の子牛の体重は3産歴以下の母牛の子牛に比べ、6か月齢の時点で小さい傾向を示し（4産
歴以上：雌179kg、雄199kg、3産歴以下：雌176－205kg、雄218kg）、母乳摂取量や人工乳摂取量の減少傾向によ
る影響とも考えられたが、1日増体量には差がなく総合的に判断して、とくに強調できる差ではなかった。
4）母牛の繁殖成績は4産歴以上（初回発情日数33日、受胎日数71日、人工授精回数2．8回）では3産歴以下
（初回発情日数30・31日、受胎日数62－63日、人工授精回数1．8回）に比べ明らかに低下する傾向を示した。
このように、子牛の母乳および人工乳摂取量ならびに増体には母牛の産歴別による大きな差はみられなかう
たが、繁殖成績では4産歴以上の母牛において悪化する傾向がみられた。
　以上のことから、本研究は哺乳柵利用による早期離乳を行うことで、母牛は本来の健康状態の回復が早ま
り、発情回帰や受胎などの繁殖性が母子同居に比べ向上することを立証した。また、フリーストール牛舎で
複数の母子を群飼いすることにより、発情の発現を見落とす危険性も回避でき、哺乳柵を利用した制限哺乳
による育成技術は1年1産の連産維持のために有効な方法であることを明らかにした。
　現在、舎飼いによる繁殖雌和牛の飼養管理は母子同居を前提とする単房飼育方式が主流をなし、そのこと
が子牛生産のコスト高騰を招く原因ともなっている。牛の飼養管理技術としてフリーストールや哺乳柵を利
用した母子別飼いは個々には目新’ｵいとはいえないが、それらを一貫したシステムとして和牛の繁殖に適応
したところに、本研究の特色がある。このように、本システムの確立は、舎飼いによる繁殖雌和牛の飼養管
理および子牛の哺育・育成技術を向上させることにより、和牛肉生産の合理化に貢献するものと考える。
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　　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨
　我が国の和牛繁殖農家における国際競争力の強化には、子牛生産費、とくに、その中に占める労働費を大
幅に低減できる生産システムの構築が極めて重要である。それ故、省力化や受胎率の向上としいう観点から
すれば、まき牛方式による輪換放牧が最善であるが、我が国では土地の制約を受けるためこの方法は期待で
きない。そこで、本研究は第1に和牛繁殖雌牛の合理的舎飼い法として、フリーストール方式による群飼育管
理技術を開発し、第2に子牛の哺育方法として、制限哺乳の可能な母子分離柵（以下哺乳柵と称する）を利用
した早期離乳技術の確立を目指した。さらに、前記1、2で確立されたシステムの長所を利用して、繁殖雌牛
の産歴が子牛の発育、および母牛の繁殖性におよぼす影響について究明した。このように、本研究は繁殖雌
和牛および子牛の省力的飼養管理技術のシステム化に向けて、獣医学・畜産学の立場から、基礎データを得
ることを目的としている。その概要は次のとうりである。
1．フリーストール方式による雌和牛の飼養管理技術の開発
1．牛の体格とス．トール規格の関係、牛のストール内での休息馴致方法および休息位置について、検討し、1）
雌和牛が容易に横臥でき、通路側へ向くことなく、正しく通路へ目糞・排尿を行わせるためのストール規格
を明らかにした。そして、ストールを可動式にし、牛の発育に応じてストールの幅と長さを調節することの
重要性を立証した。
2）ストール内への休息馴致を放水による方法で行った結果、馴致開始後2週間で全頭ストール内に休息した。
馴致させなかった群では5（隅未満の牛にしかストール内への休息がみられなかった。このことから、休息馴致
の必要性を証明した。
2．単房牛舎、フリーバーン牛舎およびフリーストール牛舎の3方式における牛の行動、繁殖性および飼養管
理のための労働時間を比較した結果、1）フリーストール牛舎方式で飼育された牛は行動形をとる時間（24時
間中10時間）が擁壁牛舎方式で飼育された牛（24時間中6時間）やフリーバーン牛舎方式で飼育された牛（24
時間中6時間）に比較して多く、より行動的であった。2）フリーストール牛舎およびフリーバーン牛舎は単
房牛舎に比べていずれも母牛の乗駕行動の的確な発見が可能であったことから、発情の発見が容易であるこ
とを明らかにした。3）飼養管理のための1日の労働時間は乳房牛舎およびフリーバーン牛舎に比べ、フリー
ストール牛舎では同じ仕事量を少ない作業時間で効率的に行えることを明らかにした。
H。哺乳柵を利用した母子分離による子牛の哺育・育成技術の確立
　母子同居飼育による離乳時期の遅れが感染症の発生を助長させること、母牛の発情回帰を遅延させること
などが指摘されていることから、早期に母子分離を行う哺育方法および制限哺乳の有用性について追究した。
1）哺乳柵を設けることにより、母子分離および早期離乳が容易になった。また、哺乳柵の利用により、母子
同居では測定できなかった子牛の母乳摂取量および飼料（人工乳および粗飼料）摂取量が計測でき、子牛の
発育に関して客観的評価が行えるようになった。
2）制限哺乳により育成した子牛の発育は雌・雄とも90日齢（101・119kg）まで親子同居子牛（106・110kg）と
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比べ差は認められなかったが、120日齢以降は親子同居子牛（180日齢：雌177kg、雄188kg）に比べ有意
（P≦0．05）に良好な発育（180日齢：雌186・189kg、雄223－244kg）を示した。
　また、子牛の1日増体量（DG）も離乳時期に当たる90－150日齢において親子同居子牛（雄0。78－0．85kg／日）
に比べ、雄子牛で有意（P≦0．05）に増大（1．22－1．58kg／日）した。
3）哺乳柵を利用した母子分離方式による飼養管理は親子同居方式による飼養管理に比べ、母牛の分娩後の初
回発情日数および受胎日数を短縮させ、受胎までの人工授精回数を減少させたことから、母牛の繁殖成績は
より良好な傾向がみられた。
皿．繁殖雌牛の回歴が子牛の発育および子牛の繁殖性におよぼす影響
　フリーストール方式による飼養管理の利点を生かして母牛の産歴数が子牛の発育および母牛の繁殖性にお
よぼす影響を検討した結果、
1）子牛の母乳摂取量はいずれの回歴においても6週齢がピークとなり、その後漸次減少するが、4響町以上の
母牛から生まれた子牛の母乳摂取量は3産歴以下の母牛と比較し少ない傾向を示すものの顕著な差ではなかっ
た。
2）人工乳摂取量は母乳摂取量と同様、4産歴以上の母牛の子牛がそれ以下の母牛の子牛に比べ少ない傾向に
あったが、著しい差ではなかった。
3）4写歴以上の野牛の子牛は3産歴以下の母牛の子牛に比べ、6か月齢の時点で発育の劣る傾向がみられたが、
顕著な差としては認められなかった。
4）4写歴以上の母物の繁殖成績（初回発情日数、受胎日数、人工授精回数）は3停刊以下に比べ明らかに低下
する傾向を示した。
このように、野牛の産聖別は子牛の母乳および人工乳摂取量ならびに増田に影響を与えなかったが、繁殖成
績では4産歴以上の母牛において悪化する傾向を明らかにした。
　本研究において、フリーストールや哺乳柵を利用した母子別飼いの牛の飼養管理は個々には目新しいとは
いえないが、それらを一貫したシステムとして和牛の繁殖に適応したところに、本研究の特色がある。
　現在、繁殖雌和牛の飼養管理が主として母子同居を前提とする単房飼育方式で行われており、そのことが、
子牛生産のコスト高騰を招いている。従って、本システムの確立は、舎飼いによる繁殖雌和牛の飼養管理お
よび子牛の哺育・育成技術を向上させ、和牛肉生産の合理化に貢献する基礎的研究であると考えられ、博士
（獣医学）の学位を授与するに相応しい研究成果と判定する。
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